





朝官」 （皇帝の生活空間たる禁中に宿衛する側近官集団）を中心に統治し、その結果、外戚が「内朝官」を掌握して専権を振るうようになった。これをうけて後漢の皇帝たちは、武帝期以降の側近政治を克服して自らの支配体制を強化するために、禁中（後漢では洛陽城の宮城の一つである南宮の一角にあった建物群）に宿衛する側近官を規模と機能の両面において縮小再編成し 。そして 禁中の外（具体的には官衙や会議場）を主たる執務場所とする官に、従来は「内朝官」の管掌していた政策形成（政策案の作成・審議・決裁および政策の実施）と文書伝達（上奏文ならびに詔の伝達）を移管た。具体的には、三公・将軍・九卿などに政策形成を、尚書台などに文書伝達を分掌させて、それらの官を中心 皇帝による統治を輔





























































































上の病むに及び、霍光に屬して以て少主を輔け んとす。光、（金）日磾に讓る。日磾、曰く、 「臣は外國人なれば 且に匈奴をして漢を輕んぜしめんとす」と。是に於いて遂に光の副と爲す。……輔政すること歳餘にして、病み 困しむ。
とあるように、霍光らは武帝から、 「少主」こと昭帝（在位：前八七～前七四） よる統治を輔佐するよう委嘱され、そのことを同伝では「輔政」と記している。ただし、右の記事に関連す 『漢書』巻六六車千秋伝に
後に歳餘にして、武帝、疾み、皇子たる鉤弋夫人の男を立てて太子と爲し、大將軍霍光・車騎將軍金日磾・御史大夫桑弘羊及び丞相（車）千秋を拜す。竝びに遺詔を受け 、少主を輔道す。武帝、崩じ、昭帝、初めて即位するも、未だ聽政に任えず、政事、壹に大將軍光に決す。




















て「輔政」を担っていたこと 気づく。後漢の将軍は、三公と同じく、政策案の作成と審議に中心的に参加し 。三公・将軍と九卿は、審議を行う場合に、宮城の外にある自分の官衙 朝堂（洛陽城の南宮の南宮前殿に隣接）や百官朝会殿（南宮 東門 外にる司徒府に付設）に行き、それらを会議場として主に使用してい
た（７）
。






















































に輔政者の地位を与えて政策を立案させるとともに、その他の諸侯王の有力者も、臨時的にではあるが、政策案の審議に参加させた。こうして、漢王朝の皇帝支配体制は、皇帝が内戚の有力者 「輔政」を委ね、その輔佐を受けて統治する形に 基本的に確立するはずであった。ところが、巻四二光武十王列伝によると、劉蒼は、前漢建国以来、内戚が国政に参与した前例の無いことを理由に、驃騎将軍の印綬を返上して就 すること 願い出た。明帝は許可を与えず、引き続き「輔政」を委ねようとしたが、劉蒼がなおも請願したため、渋々ながら就国を認めざるを得なかった。　
さらに、この当時に存命であった明帝・劉蒼の七人の兄弟のうち





相次いで罪に問われる状況の とで、彼らのなかから劉蒼に代わる新たな輔政者を選ぶことは不可能であったといえよう。かくして、明帝の目指した内戚輔政は、劉蒼が国政への参与を拒否し かつ劉英ら内戚 多くが処罰 受けたことにより え く挫折したのであった。（二）外戚輔政の萌芽　
明帝の跡を一九歳で継いだ章帝（粛宗。在位：七五～八八）は、
即位直後、巻三章帝紀・即位年条所載の詔に
行太尉事・節郷侯（趙）憙は、三世、位に在りて、國の元老たり。司空（牟）融は職を典ること六年、勤勞 して怠らず。其れ憙を以て 傅と爲し、融 太尉と爲し、竝びに尚書の事を
録す
べよ。





べることによって 単なる輔 や輔政者としてのみ らず 国政の主導者 明確に位置づけられたことになる。　
ところで、巻二三竇融列伝附竇憲列伝によると、章帝は、即位の















のであろうか。その手がかりを探るために、当時の人々が外戚による国政への参与をどのように認識してい のかについて確認していきたい。巻一〇皇后紀上に ると、章帝の意向を汲んだ官吏が外戚の馬氏一族を封侯するよう求めた時、馬太后（明帝 皇后）は外戚の封侯を光武帝・明帝 外戚抑制策に違うものとみなし、馬氏の封侯に強く反対した。また、巻四一第五倫列伝によれば、第五倫は、陰皇后（光武帝の皇后）が外戚の陰氏を国政 参与させなかったこと、ならび 明帝が外戚の梁氏・竇氏の不正を厳しく罰したことを引き合いに出して、章 寵愛を受ける馬氏 族の勢力を抑制するよう求めた。　
このように、章帝の講じた外戚優遇措置は、光武帝・明帝の遺志
に反するものとして、第五倫ら官吏のみならず、外戚出身の皇太后にも広く認識されてい しからば、こ 当時、竇氏 はじめとする外戚に輔政者の地位を与えることは、光武帝以来の国是に反する行為とみなされたであろう。ゆ に章帝 竇憲に「輔政」を委ねることができず、彼を侍中に任命する 止めざるを得なかった である。　
章和二年（八八） 、章帝が崩御すると、その跡を継いだ和帝は幼
少であったため、竇太后（章帝の皇后）が臨朝称制して、これ 後見することになった。それに先立ち、章帝は遺詔を下 る。その詔文は残されていないが、竇憲列伝
和帝、即位するや、 （竇）太后、臨朝す。 （竇）憲、侍中を以て、内に機密を幹し、出でては命を宣誥す。肅宗、遺詔し、 （竇）篤を以て虎賁中郞將と爲し、篤の弟たる（竇）景・ （竇）瓌、竝びに中常侍たり。是に於いて兄弟、皆な親要の地に在り。





























た竇太后により幽閉されたが、まもなく謝罪の証と て北匈奴を討伐することを願い出て許 、車騎将軍に任官して出征 た。　
北匈奴に大勝した竇憲は、その軍功をもって大将軍に昇進し、そ











































































れば、鄧騭らは禁中から自分の邸宅に帰ることを幾度となく求めたものの、鄧太后の許しが出るまでは、禁中に滞在することを余儀なくされていた。これ の事柄 すると 鄧騭らの禁中滞在は鄧太后の許可によるものであって、やはり将軍をはじめとする諸官に本来的に認めら ものではなかったことになる。　
そのことを踏まえた上で右の諸史料を整理すれば、次のようにな
ろう。すなわち、鄧騭兄弟は、和帝崩御後に何らかの理由をもって、鄧太后から特別に禁中に召し出され、殤帝の擁立に関与した。彼らは車騎将軍や侍中に転任した後も、鄧太后の強い意向 より、そのまま禁中に滞在し続けて、殤帝崩御後 は安帝 擁立に関わ 、と。殤帝期に 騭が輔政者として国政に関与していた とからすると、鄧太后が鄧騭らに禁中での滞在を許可した目的は 騭が「意思決定」に影響を及ぼすことを可能にして、 「輔政」 任を十分に果たさせるこ にあった、といえるのである。　
それでは、鄧騭兄弟の禁中での長期滞在は、如何なる背景により
許されたのであろうか。鄧騭列伝によれば、安帝の永初二年（一〇八） 、鄧騭は車騎将軍 して羌人の反乱討伐に出征し、大敗を喫した。それにも関わらず、彼は鄧太后の一族であることを背景 大将軍に昇進している。こ ようにして、 太后が鄧騭を優遇 ていたことからすると、鄧騭兄弟に る禁中滞在もまた、彼らが鄧太后の一族、言い換えれば外戚であることを背景に許可されたもの、ということになる。
〔Ⅲ〕梁氏政権　
安帝が鄧氏を誅滅した後には、外戚の耿氏・閻氏が相次いで専権






















































































ついて検討した。そこでは、政治制度が大幅に改編された和帝期を起点に、それ以前とそれ以降において、輔政者としての外戚が洛陽城のどこで執務してい のか、という 空間の問題 特に検討の重点を置いた。その 証結果をまとめれば、以下のようになる。　
和帝期以前の後漢では、侍中・中常侍がともに禁中に宿衛して、
































































































反対意見 述べた言に「中官統領禁省、自古及今、漢家故事、不可廢也」とあるのによると、 「禁省」とは「中官」の管領していた場所であった。巻七桓帝紀・永寿二年条の李賢注が「中官 常侍以下 述べるように、「中官」とは禁中に宿衛する宦官のことであるので、 「禁省」は禁中を指すことになる。
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24）
前掲拙稿Ａを参照。
（
25）
前掲拙稿Ａを参照。
（
26）
前掲拙稿Ａを参照。

